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自分も人も大切に 
 10 月 22 日には、「即位礼正殿の儀」が行われました。その前に、「賢所大前の儀」もあり

ました。国事行為であるとか皇室行事であるとか、また、憲法に違反しているとかいないとか、

いろいろ議論されていることもありますが、私は、テレビでの映像から、「日本古来の文化」を

感じました。衣装や所作、高御座や御帳台を含めた場の雰囲気など、奈良時代から形や様式の変

化はありながら、千年以上も続いてきていることが凄いことだと思いました。 

 ところで、「お言葉」の中に「国民の幸せと世界の平和」という言葉がありました。「全校朝

の会」で、それを子どもたちに伝えました。そして、自分たちができる事は何だろうと投げかけ、

（時間があったら、子どもたちに答えてもらいたかったのですが）「お互いを大切にすること」

だと話しました。そして、その一つとして、「言葉遣い」を取り上げました。 

 子どもたちの間で、「ばか」「あほ」「死ね」「殺す」「おまえ」など、相手を大切にしてい

ると言えない言葉が交わされていることがあります。言う方は、深い意味な

どなく気軽に言っているのでしょう。しかし、言われた方は良い気持ちはし

ないでしょう。実は、通信ゲームで、子ども同士がその言葉を使い、それが

現実生活の中でトラブルに発展している事例が多々起きています。（負けた

方が勝った方に腹いせで言うのでしょうか。）同じ学校での場合もあるし、

遠く離れた顔も知らない相手である場合もあります。秀実小学校においても

例外とは言えません。保護者の皆様は、我が子がどういうゲームでどういっ

た相手と繋がっているのか、何か不快な思いをしていないか、気を配ってあげてください。 

 言葉一つで、人との関係が良くなったり悪くなったりします。「幸せで平和」な社会にしてい

くために、子どもたちには相手を大切にする言葉を使ってほしいです。そのことを教えていくの

が私たちの役目だと思ってこれからも言い続けていきます。 

 次の「全校朝の会」では、「名前の呼び捨て」について話そうと思っています。親しい間柄で

は呼び捨ての関係もあるでしょう。スポーツなどでは、その方がスピーディでしょう。しかし、

人の名前は、親がその子の一生の幸せを願ってつけたものです。それを思えば、「さん」「君」

または「ちゃん」と敬意や親しみを込めた呼び方が相手を大切にしていることになると思います。

私は、小学校は基本を学習するところなので、学校では、お互いに敬

称をつけて呼ぶことが良いと思います。時と場、立場に応じた言葉遣

いができる人に育ってもらいたいと思います。 

実は、子どもたちが決めた「みんなで守ろう学校のきまり」の中に

も「ていねいな言葉で友達を呼ぼう」という項があります。次回は、

このようなことを話します。 

  

 

日 曜 行事 給 下校 

１ 金 
おかやま教育週間（～７日） 

学力定着状況確認テスト 
○ 通常 

２ 土    

３ 日 文化の日   

４ 月 振替休日   

５ 火 全校朝の会 ○ 通常 

６ 水  ○ 通常 

７ 木 発表会リハーサル ○ 通常 

８ 金 交通指導 仲良し遊び ○ 通常 

９ 土 
学習発表会・引き渡し訓練 

1年・3年学Ｐ 
× 

14:15

~ 

10 日    

11 月 振替休業日   

12 火  ○ 通常 

13 水  ○ 通常 

14 木  ○ 通常 

15 金 ４・５年音楽研究演奏会  ○ 通常 

16 土 資源回収   

17 日 資源回収   

18 月 

放課後学習（２・３年）ぶっくまる 

読み聞かせ（低）業間マラソン開始 

久米中職場体験（～22日） 

学校の歩みバスツアー（秀実小来校） 

○ 通常 

19 火 
全校朝の会 

グランドゴルフ大会（４年） 
○ 通常 

20 水 樹木学習 ○ 通常 

21 木  ○ 通常 

22 金  ○ 通常 

23 土 勤労感謝の日   

24 日    

25 月 交通指導 放課後学習（２・３年） ○ 通常 

26 火 ありがとうの花の取り組み ○ 通常 

27 水  ○ 通常 

28 木  ○ 通常 

29 金 秀実フェスティバル ○ 通常 

30 土    

４日（水）フリー参観日・マラソン大会 

１６（月）／１７日（火）個人懇談 

２３日（月）給食最終・大掃除 

２４日（火）二学期終業式・通学班会 

令和 2 年 1 月 7 日（火）三学期始業式 

 

 

本番に向けて、子どもたちは、一生懸命練

習を重ねています。どうぞお誘い合わせの上、

是非おいでください。お待ちしています。 

 

日 時  令和元年１１月９日（土） 

      ８：５０～１２：００ 

場 所  秀実小学校 体育館 

    

※この日は引き渡し訓練をします。保護者の

方には、「引き渡しの手順」を事前に配布い

たします。 

また、地域の方々には大変ご迷惑をおかけ

しますが、１１月９日（土）の午後 2 時 15

分頃から、引き渡し訓練の実施により、学習

館前駐車場は混雑する恐れがあります。 

夢を現実に 
10月 9日、上原洋さんをお招きして、午前は４

・５・６年生に、午後は保護者の方に向けて、講

演会を行いました。 

最初に、ＢＭＸの紹介動画を見せていただきま

した。その後、数人からの質問に答える形で、ご

自分のこれまでの経歴や思いを話してください

ました。そのお話の中で、「夢は、あきらめなけ

れば叶う。完全には叶わなくても、どんどん近づ

いていける。」「今、夢が持てなくても、夢を目

標と考えて、今やりたい、なりたいと思うことを

一生懸命していたら、何か目標が見えてくる。焦

らなくて大丈夫。」と、教えていただきました。 

子どもたちは、上原さんのお話をしっかり受け

止めました。その後の感想には、一人一人自分の

思いがしっかり書けていました。それを読ませて

もらって、私は、「秀実の子どもたちは、こんな

にしっかり考えることができるんだ。」と、感動

しました。これは、子どもたちにも読んでもらっ

て、「友だちはこんなことを考えていたのか。」

「自分と同じ気持ちの子がいる。」など、お互い

を知る機会にしてほしい。また、家族や地域の皆

さんにも、子どもたちの思いをお知らせしたい。

そう強く思いましたので、学年と名前は明らかに

しませんが、感想の文集を作りお配りします。ど

うぞ、子どもたちの思いを感じてください。 

10 月 23 日の坂本雅幸さんの「立花」のライブに行ってきました。秀実小学区の方や子ど

もたちが、何人も行かれていました。鍛え上げられた技と音に圧倒されました。 

演奏を聴きながら、子どもの頃からこういった、一生懸命打ち込んでこられた人の技やその

姿を直接見聞きする体験ができたら、何か、その子の人生に影響が与えられるだろうと思いま

した。直接そのことに向かわなくても、何か自分の生き方に刺激を受けることがあるかもしれ

ません。子どもには、音楽でも芸術でも仕事でも、できるだけ多くの「鍛錬の賜物」に触れさ

せられたら良いだろうなあと思いました。 
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